事務連絡
平成２８年９月１６日

各施設長　様
各管理者　様
奈良市保健福祉部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（公印省略）
麻しん（はしか）の広域的発生について（情報提供）
　平素は、本市の福祉行政にご協力をたまわり、ありがとうございます。
このたび、奈良市保健所保健予防課から、標記のことについて情報提供がありましたのでお知らせいたします。貴施設におかれましては、適切な対応をお願いいたします。
記

現在、関東・関西等において、広域的に麻しん（はしか）患者の発生が報告されています。
奈良市内においても、その疑いがある方が発生したという情報が入っております。
特に27歳から39歳までの年齢層の方については、麻しんに対する抗体が不足していると考えられています。
各施設におかれましては、利用者をはじめ、そのご家族や職員の皆様からご相談があった場合には、下記のことを参考にしていただき、対応いただくようお願いいたします。
◎麻しんについて
麻しんウイルスによって引き起こされる病気で、感染力が強く、空気感染、飛沫感染、接触感染、いずれの方法によっても感染します。全身の免疫力が低下するため、肺炎・中耳炎・脳炎などを合併することもあります。
◎麻しんの症状
　　　 感染の約10日後に38度程度の発熱、風邪症状（せき、鼻水、眼球結膜の充血等）が始まり、2～3日発熱が続いたあと、39度以上の高熱とともに、発疹が出現します。

◎「麻しんの疑い」がある場合
　　事前に医療機関に電話し、麻しんの疑いがあることを伝え、医療機関の指示に従って受診してください。

担      当：奈良市保健福祉部障がい福祉課


　　　      　電　話 0742－34－4593


　　　      奈良市保健福祉部長寿福祉課


　　　     　 電　話 0742－34－5439


奈良市保健福祉部介護福祉課


　　　      　電　話 0742－34－5422


問い合わせ：奈良市保健所保健予防課


　　　　　　　電　話 0742－93－8397











奈良市保健所　


保健予防課（９３－８３９７）　














